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こ
れ
で
一
つ
良
い
こ
と
が
で
き
た
、 

い
や
、こ
れ
か
ら
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
ま
す 

！ 

IN
T
E
R
V
IE
W

中垣内 祐一監督 
昭和42年11月2日生まれ。 
福井県出身。身長193cm。 
筑波大学在学中にバレーボール日本男子ナショナル
チームへ参加。日本リーグ・新日鐵堺に入り、平成4年
のバルセロナ五輪で日本6位の立役者となる。多くの
国際大会に出場し活躍したが、平成16年現役を引退。
現在Vリーグ・堺ブレイザーズ監督に就任。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
元
日
本
代
表
で
、現
在
V
リ
ー
グ
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
の
中
垣
内
祐
一
監
督
が
、先
月
ド
ナ
ー
登
録
を

し
ま
し
た
。
V
リ
ー
グ
の
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
が
き
っ
か
け
と
な
り
、社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。登
録
直
後
の
中
垣
内
監
督
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

堺ブレイザーズ 

　
骨
髄
バ
ン
ク
の
存
在
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
C
M
や

新
聞
な
ど
で
よ
く
拝
見
し
て
い
ま
し
た
し
、患
者
さ
ん
と
適
合
し

た
ら
、提
供
す
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
ド

ナ
ー
登
録
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、少
し
の
勇
気
が
出
せ
ず

に
い
ま
し
た
。
今
回
、V
リ
ー
グ
の
支
援
に
伴
い
、こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。
実
際
に
ド
ナ
ー

登
録
を
し
て
、「
人
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
ん
だ
」
と

実
感
し
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
、た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ス
ポ
ン

サ
ー
の
協
力
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
自
分
は
何
も
社
会
に
対
し
て

貢
献
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
思
い
が
ど
こ
か

に
あ
り
ま
し
た
。 

　
V
リ
ー
グ
が
今
年
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
機
に
、リ
ー
グ
開

催
中
、全
国
各
地
の
試
合
会
場
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
を

呼
び
か
け
る
活
動
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、微
力
な
が
ら
堺
ブ
レ

イ
ザ
ー
ズ
と
共
に
お
手
伝
い
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。こ
れ
で
、自

分
た
ち
が
恩
返
し
を
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
支
援
を
き
っ
か
け
に
フ
ァ
ン
の
方
が
心
を
動
か
さ
れ
、次
の
誰

か
に
広
め
る
輪
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、骨
髄
バ
ン
ク
を
知

っ
て
い
た
だ
く
人
が
増
え
、ド
ナ
ー
登
録
者
が
増
え
て
い
け
ば
い
い

で
す
ね
。 

　
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
に
、軽
々
し
く
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、必
ず
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る
と
信
じ
て
、希
望

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
回
登
録
し
た
こ
と
で
、私
の
型
が
患
者
さ

ん
の
誰
か
と
一
致
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、私
た
ち
が
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
で
最
高
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
で
、元
気
付
け
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
た
め
に
、骨

髄
バ
ン
ク
を
自
分
の
周
り
か
ら
で
も
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

大阪府堺東献血ルームにて 



3 2

確 認 検 査  
　 わ か り 講 座  

「患者さんとHLA型が一致しました」という適合の通知が届き 

同封の問診票にお答えいただくとコーディネートが始まります。 

ドナーの皆さまには、その際に確認検査のために病院へ行っていただきます。 

今回の特集は、この確認検査です。 

「確認検査では何をするの？」という疑問の声にお答えすると共に、 

離島に住む2人のドナーさんが検査のために病院へ行くまでの道のりをご紹介します。 

適合通知  
患者とHLA型が適合すると、ドナーに書類が届きます。
ご説明書、提供意思確認書、問診票、および確認検査
を受けるための病院一覧が入っています。その時、来院
可能な病院を選
べますが、空き状
況等の都合がある
ので、必ずしもご希
望に添えるとは限
りません。 

コーディネーターの面談 
コーディネーターが、ご説明書に添って、提供に関しての
詳しい説明を行います。また、提供意思の確認、今後の予
定、ご家族の
お気持ちも伺
います。疑問が
ある場合は、遠
慮なく質問し
てください。 

医師の問診・血圧測定と採血 
骨髄提供の意思に変わりがない場合は、健康状態など
を確認するため、血圧測定と採血をします。 

確認検査まるわかり講座 

コーディネート開始 
文書を返信すると、担当の
コーディネーターから電話で、
都合の良い日と希望する
病院を伺います。その後、
調整をし、確認検査の日程
と病院が決定します。検査
の前日に、コーディネーター
から、もう一度確認の電話
があります。 

マ ル 

病院へ行く 
指定された時間に病院へ行きます。コーディネーターの
持っている財団の封筒を目印に、病院の入口付近で待
ち合わせしま
す。交通費は、
財団が負担し
ます。 

HLA適合ドナー数 
137,680人 

確認検査済みドナー数 
44,120人 

ドナー登録者累計数 
328,792人 

最終同意 
移植日程調整 
9,212組 

移植実施数 

7,738例 

Ｈ
Ｌ
Ａ
検
索 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

100,000 10,000 1,000

ドナー登録者累計数は、 
約32万人（平成18年9月末現在）となり、 

その中で確認検査に進んだドナーは約13.4％、 
実際に骨髄を提供したドナーは、 
全体の約2.4％となっております。 

（平成4年から平成18年9月までの累計数） 

患者・骨髄提供者（ドナー）のコーディネート状況 

確認検査は、 
移植を希望する患者さんに 
最も適合するドナーを選ぶため、 
さらにドナーの健康状態の 
確認のために行います。 



3 2

確 認 検 査  
　 わ か り 講 座  

「患者さんとHLA型が一致しました」という適合の通知が届き 

同封の問診票にお答えいただくとコーディネートが始まります。 

ドナーの皆さまには、その際に確認検査のために病院へ行っていただきます。 

今回の特集は、この確認検査です。 

「確認検査では何をするの？」という疑問の声にお答えすると共に、 

離島に住む2人のドナーさんが検査のために病院へ行くまでの道のりをご紹介します。 

適合通知  
患者とHLA型が適合すると、ドナーに書類が届きます。
ご説明書、提供意思確認書、問診票、および確認検査
を受けるための病院一覧が入っています。その時、来院
可能な病院を選
べますが、空き状
況等の都合がある
ので、必ずしもご希
望に添えるとは限
りません。 

コーディネーターの面談 
コーディネーターが、ご説明書に添って、提供に関しての
詳しい説明を行います。また、提供意思の確認、今後の予
定、ご家族の
お気持ちも伺
います。疑問が
ある場合は、遠
慮なく質問し
てください。 

医師の問診・血圧測定と採血 
骨髄提供の意思に変わりがない場合は、健康状態など
を確認するため、血圧測定と採血をします。 

確認検査まるわかり講座 

コーディネート開始 
文書を返信すると、担当の
コーディネーターから電話で、
都合の良い日と希望する
病院を伺います。その後、
調整をし、確認検査の日程
と病院が決定します。検査
の前日に、コーディネーター
から、もう一度確認の電話
があります。 

マ ル 

病院へ行く 
指定された時間に病院へ行きます。コーディネーターの
持っている財団の封筒を目印に、病院の入口付近で待
ち合わせしま
す。交通費は、
財団が負担し
ます。 

HLA適合ドナー数 
137,680人 

確認検査済みドナー数 
44,120人 

ドナー登録者累計数 
328,792人 

最終同意 
移植日程調整 
9,212組 

移植実施数 

7,738例 

Ｈ
Ｌ
Ａ
検
索 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

100,000 10,000 1,000

ドナー登録者累計数は、 
約32万人（平成18年9月末現在）となり、 

その中で確認検査に進んだドナーは約13.4％、 
実際に骨髄を提供したドナーは、 
全体の約2.4％となっております。 

（平成4年から平成18年9月までの累計数） 

患者・骨髄提供者（ドナー）のコーディネート状況 

確認検査は、 
移植を希望する患者さんに 
最も適合するドナーを選ぶため、 
さらにドナーの健康状態の 
確認のために行います。 



5 4

離島からの確認検査はこんなに　大変！！ 確認検査のできる病院がない離島に住むドナーは、確認検査のために飛行機や船で、遠くの病院へ行っていただく必要があります。 

高橋  泉さん（43歳）　上崎大島（広島県）在住 
広島市内に行くためにフェリーと車を利用します。 
専門学校の保健師さんです。 

前回は確認検査を受けるために病院

へ向かっている途中で、中止の連絡

が入ったんです。今回は無事に検査

ができたのでほっとしました。往復で４

時間かかってしまうと、１日をそのために

使ってしまうので、確認検査だけは近く

にある病院で受けられるといいですね。 

白水港　9:35

上崎大島には２つの港があり、交互にフェリーが
竹原に向かいます。年に数回、台風などの天候不
良でフェリーが出ないときもあるそうです。 

9:35 
白水港 

12:40 
面談・検査終了 

11:40 
病 院 

10:00 
竹原フェリー 
乗り場 

竹原フェリー乗り場　10:00

ここから病院までは交通の便が良くないので、車を
利用します。この日は天候不順で、大雨が降って
いました。 

病院　11:40

今回で４回目の確認検査でしたが、コーディネー
ターからの説明と調整医師の問診・採血は通常
通り行なわれました。 

検査終了　12:40

たまたま同じ病院に入院している知人がいるので、
お見舞いに立ち寄りました。帰りは広島市内で夕
飯の買い物をして帰りました。 

小林  都さん（43歳）　石垣島（沖縄県）在住 
那覇に行くために飛行機を利用します。 
水産研究所で仕事をしています。 

検査の日程も選べたので、仕事の調整も

つけられました。那覇の地理に詳しくない

ので不安でしたが、コーディネーターさん

が親切に教えてくれたので、安心しました。

飛行機での移動となるので、日帰りできる

か心配でしたが、天候にも恵まれ、一日で

終わることができました。 

石垣空港　9:45

歩いて移動し、タラップから飛行機に乗るのは、石
垣島ならではです。那覇はもちろん、各都市への便
も多く、離島の割には便利なところです。 

9:45 
石垣空港 

13:30 
面談・検査終了 

12:00 
病 院 

11:05 
那覇空港 

那覇空港　11:05

那覇の公共の交通機関は、モノレールとバスがあ
りますが、病院が駅から遠く、時間がないため、タク
シーで移動。 

病院　12:00

病院の受付窓口付近で、コーディネーターと待ち合わせ。
その後、面談室でコーディネーターから骨髄採取につ
いての詳しい説明と、調整医師の問診・採血があります。 

検査終了　13:30

採血した後、貧血防止のため少し休んでから帰ります。
帰りの飛行機の出発時刻まで余裕があったので、那覇
に住む友達とお昼を食べた後、石垣島に戻りました。 

TOTAL

3時間45分 
（所要時間） 

宮里 玲子 
空港がない離島のドナーは、飛行機と船を乗り継いで来るので、
時間的な調整が難しいです。台風が接近すると、船が出港できず、
沖縄本島まで来ることができなくなります。 
そのため、前々日に出て来ていただく場合もありますがいつも
ご協力くださっています。本当にありがとうございます。 

交通費は財団負担 

コーディネーター 
からの一言 

TOTAL

3時間05分 
（所要時間） 

コーディネーター 
からの一言 

菅野 玲子 
広島県では比較的日程調整が容易でしたが、確認検査の実施
数が増えてきており、ドナーさんのご希望に添えないことがあります。
病院によっては、午前中の早い時間帯に来ていただくこともあり
ます。来院に時間がかかる方は、11時すぎに設定し、負担を少し
でも減らすような配慮をしています。 

広島市 

白水 

大崎上島 

Shiromizu → Hiroshima

交通費は財団負担 交通費は財団負担 

石垣島 

那覇市 

Ishigaki → NahaIshigaki → Naha
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その後、面談室でコーディネーターから骨髄採取につ
いての詳しい説明と、調整医師の問診・採血があります。 

検査終了　13:30

採血した後、貧血防止のため少し休んでから帰ります。
帰りの飛行機の出発時刻まで余裕があったので、那覇
に住む友達とお昼を食べた後、石垣島に戻りました。 

TOTAL

3時間45分 
（所要時間） 

宮里 玲子 
空港がない離島のドナーは、飛行機と船を乗り継いで来るので、
時間的な調整が難しいです。台風が接近すると、船が出港できず、
沖縄本島まで来ることができなくなります。 
そのため、前々日に出て来ていただく場合もありますがいつも
ご協力くださっています。本当にありがとうございます。 

交通費は財団負担 

コーディネーター 
からの一言 

TOTAL

3時間05分 
（所要時間） 

コーディネーター 
からの一言 

菅野 玲子 
広島県では比較的日程調整が容易でしたが、確認検査の実施
数が増えてきており、ドナーさんのご希望に添えないことがあります。
病院によっては、午前中の早い時間帯に来ていただくこともあり
ます。来院に時間がかかる方は、11時すぎに設定し、負担を少し
でも減らすような配慮をしています。 

広島市 

白水 

大崎上島 

Shiromizu → Hiroshima

交通費は財団負担 交通費は財団負担 

石垣島 

那覇市 

Ishigaki → NahaIshigaki → Naha
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コーディネート終了を減らすため、ご協力をお願いします 

百名 伸之先生 
沖縄県立南部医療センター 

こども医療センター  小児血液腫瘍科 

　
現
在
、調
整
医
師
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、一
人
の
医

師
に
か
か
っ
て
く
る
負
担
が
大
き
い
で
す
。
多
い
時
で
す

と
月
に
4
回
は
確
認
検
査
を
し
て
い
ま
す
が
、外
来
や

担
当
の
患
者
さ
ん
も
診
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
大

変
で
す
。
ド
ナ
ー
に
医
学
的
な
説
明
、問
診
、採
血
を

す
る
と
約
一
時
間
半
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後

は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ビ
デ
オ
を
使
用
し
て
、説
明
の
部
分
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。 

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、H
L
A
が
一
致
す
る
ド
ナ
ー
が

骨
髄
バ
ン
ク
で
見
つ
か
っ
て
欲
し
い
で
す
が
、移
植
ま
で
に

至
る
の
は
難
し
い
道
の
り
で
す
。実
際
、あ
る
患
者
さ
ん
の

場
合
で
は
、ド
ナ
ー
候
補
者
が
確
認
検
査
前
に
は
120
人
い

ま
し
た
が
、後
で
は
半
分
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
後

は
登
録
時
の
適
格
審
査
を
厳
し
く
し
、ド
ナ
ー
へ
適
切
な

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

梶梅 輝之先生 
広島大学大学院医歯薬学綜合研究科 
病態情報医科学講座　小児科学 

手続き方法は次ページをご覧下さい。 

　
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
病
棟
業
務
が
あ
る
の
で
、

確
認
検
査
を
請
け
負
う
こ
と
は
大
変
で
す
か
と
聞
か
れ

れ
ば
、そ
の
と
お
り
で
す
ね
。調
整
医
師
は
確
認
検
査
や

最
終
同
意
面
談
に
参
加
す
る
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も

1
〜
2
時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、そ
の
た
め
の
時
間

を
捻
出
す
る
の
は
困
難
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。 

　
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
ら
ず
、骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
い
る
ド
ナ
ー
さ
ん
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

自
分
の
親
や
子
ど
も
の
た
め
に
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
っ
た
く
見
ず
知
ら
ず
の
患
者
さ
ん
を
助
け
た
い
と
い

う
思
い
で
来
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
。
骨
髄
提
供
は
ド
ナ
ー

さ
ん
に
と
っ
て
負
担
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、患
者

さ
ん
を
救
う
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
ま
の
ド
ナ
ー
登
録
に
よ
っ
て
、

患
者
さ
ん
に
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
を

提
供
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

適
合
通
知
を
お
送
り
す
る
と
、
2
人
の
う
ち

1
人
は
何
ら
か
の
理
由
で
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

終
了
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、都
合
が
つ

か
な
か
っ
た
り
、連
絡
が
と
れ
な
い
と
い
う
理
由

の
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
終
了
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

ま
た
、妊
娠
・
出
産
が
判
明
し
た
時
も
、す
ぐ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
い
つ
適
合
通
知
が
来
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
、

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

皆 

録
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
方
、登
録
の
保
留
・

取
消
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、下
記
の
方
法
で

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
が
短

縮
さ
れ
、多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

　
患
者
さ
ん
が
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
か
ら
移
植
ま
で

に
か
か
る
日
数
は
150
日（
中
央
値
）で
、ド
ナ
ー
が
適
合
通
知

を
受
け
取
っ
た
後
か
ら
か
か
る
日
数
は
124
日（
中
央
値
）と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
に
、26
日

の
差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
に
は
、適
合
す
る
ド
ナ
ー
が
見
つ

か
ら
ず
、待
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、適
合
通

知
を
お
送
り
し
た
段
階
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
進
め
ら
れ
ず
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
健
康
上
の
理
由
や
都
合
が
つ
か
ず
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

終
了
に
な
っ
た
り
、住
所
変
更
の
確
認
の
た
め
に
時
間
が
か

か
る
と
、患
者
さ
ん
に
移
植
で
き
る
期
間
が
延
び
て
し
ま
う

の
で
す
。
前
ペ
ー
ジ
で
あ
げ
た
条
件
に
該
当
す
る
ド
ナ
ー
の

方
は
、必
ず
登
録
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

登 

□ 長期間海外に赴任する予定がある 
□ 仕事が忙しく、休むことができない 
□ 妊娠・出産の予定がある 
□ 現在、病気療養中または服薬中である 

コーディネートが進むかチェックリスト 

Aへ 

□ 就職や転勤等で住所が変わった 
□ 結婚して名字が変わった Bへ 

□ 悪性腫瘍（がん）、膠原病（慢性関節リウマチ
など）等の病気を発症した 

□ アレルギーがある方で、食事等により 
呼吸困難などの症状が出たことがある 

□ 椎間板ヘルニアの手術をした 
Cへ 

長期間の海外赴任、ご家族の事情等でしばらく家を空けることができない、妊娠・出産の予定がある方は、ご指定の期間中、ドナー

登録保留の手続きをお願いします。指定期間経過後は、保留が解除されます。骨髄提供ができるようになったときは、保留期間中に、

お早めに保留解除の手続きをしてください。また、病気療養中や服薬中の方は、ご健康が回復されてから解除をお願いします。 
A 登 録 

保 留 

就職や転勤等で引越しをした、

結婚して名字が変わった方は、

登録内容の変更手続きをお

願いします。 

B
登録内容 
の 
変更 

ドナー登録時に、病気療養中または服薬中でない方、輸血を受け

たことがない方、椎間板ヘルニアの手術をしたことがない方等の

条件を設けています。登録後にこうした状況になられた方は、取り

消しの手続きをお願いします。 

C 登 録 
取 消 

INTERVIEW

コーディネート期間の中央値の推移 

平成15年度～平成17年度 

0.0

180.0
175.0

170.0

165.0

160.0

155.0

150.0

145.0

140.0

135.0

130.0

125.0

120.0

H15年度 H16年度 H17年度 

176.0

164.0

150.0
146.5

139.0

124.0

1～12月実績 

ドナー指定日～採取日 

患者登録日～移植日 

606

2,299

301

1,326

695

87

312

0 3000

その他 

本人の不同意 

連絡とれず 

都合つかず 

妊娠・出産 

健康上の理由 

家族の不同意 

20001000

コーディネートの終了理由（ドナー側の理由） 

確認検査前 
（5,626件） 

中央骨髄データセンターのホームページから 
バンクニュースの宛名に記載しているアクセスコードと生年月日、メールアドレス（変
更専用ホームページのアドレスが返信されてきます）を入力し、ログインします。 
返信メールの変更専用ホームページで、「ワンタイムパスワード（返信メールに記載
されています）」と生年月日を入力すると、登録内容変更ページになります。 

※骨髄移植推進財団にお電話またはメール
でお問い合わせいただいても、登録内容
変更はできません。 
当財団ではドナー登録者の個人情報を管
理していないため、上記にあるいずれかの
方法でお手続きをお願いします。 

http://www.bmdc.jrc.or.jp/

ちょっとした心がけで、
患者さんが待ち望んで
いる骨髄移植を1件で
も多く成立させること
ができるのです。 

ド
ナ
ー
の
皆
さ
ま
の
善
意
を 

確
実
に
患
者
さ
ん
へ
届
け
る
た
め
に 

バンクニュース同封のはがきから 
はがきに必要事項をご記入の上、ご郵送の場合は、個人情報保護のため、 
同封の目隠しシールを貼ってお送りください。 
なお、FAX連絡用紙も兼ねています。投函せずそのままFAX（03-5534-7520）で
ご連絡いただいても結構です。 

骨髄採取の「３泊４日入院ルポ」を前号で特集しましたが、 
その後、病院にアンケートを実施させていただきました。 
下記に集計した結果をご報告いたします。 

安全性 

部屋（個室）の準備 
ドナーへの配慮 

ドナー都合の優先 
快適な環境 
その他 

0 2 0 4 0 6 0 8 0 100 12 0

33

15
9

6

19

109

ド
ナ
ー
に
対
し
て 

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

希
望
し
た
日
時
に 

移
植
す
る
こ
と
が
・・・ 

院
内
の
調
整
で 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

手術室の確保 
医師不足 

麻酔科医の確保 
ベットの確保 

手続き 
その他 

51

0 2 0 4 0 6 0 8 0 100 12 0

103

24
44

4

7

採
取
日
数
調
整
の
要
望 

特になし 
短縮・迅速化 

コーディネート情報の早急な通知 
採取施設の都合による調整遅延・変更がない 

午前中採取 
移植施設の希望優先 

希望曜日の採取 
その他 

0 5 10 15 20 25

23
14

7
6

4
3
3

15

※有効回答数（134）に 
　対する％ 

多い 
45％ 

少ない 
17％ 

どちらとも 
いえない 
38％ 

このアンケート結果、移植医師は、迅速で簡略なコーディネートを望んで

いる一方、採取医は、医師不足による負担が大きいことが分かりました。 

手術室確保が難しいこと、麻酔医師の不足、またドナーの安全性や日程

調整の配慮等の負担が重くのしかかっています。 

平成18年9月末現在 

移
植
施
設 

採
取
施
設 

アクセスコード 

26日の差 
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手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
が
短

縮
さ
れ
、多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

　
患
者
さ
ん
が
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
か
ら
移
植
ま
で

に
か
か
る
日
数
は
150
日（
中
央
値
）で
、ド
ナ
ー
が
適
合
通
知

を
受
け
取
っ
た
後
か
ら
か
か
る
日
数
は
124
日（
中
央
値
）と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
に
、26
日

の
差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
に
は
、適
合
す
る
ド
ナ
ー
が
見
つ

か
ら
ず
、待
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、適
合
通

知
を
お
送
り
し
た
段
階
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
進
め
ら
れ
ず
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
健
康
上
の
理
由
や
都
合
が
つ
か
ず
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

終
了
に
な
っ
た
り
、住
所
変
更
の
確
認
の
た
め
に
時
間
が
か

か
る
と
、患
者
さ
ん
に
移
植
で
き
る
期
間
が
延
び
て
し
ま
う

の
で
す
。
前
ペ
ー
ジ
で
あ
げ
た
条
件
に
該
当
す
る
ド
ナ
ー
の

方
は
、必
ず
登
録
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

登 

□ 長期間海外に赴任する予定がある 
□ 仕事が忙しく、休むことができない 
□ 妊娠・出産の予定がある 
□ 現在、病気療養中または服薬中である 

コーディネートが進むかチェックリスト 

Aへ 

□ 就職や転勤等で住所が変わった 
□ 結婚して名字が変わった Bへ 

□ 悪性腫瘍（がん）、膠原病（慢性関節リウマチ
など）等の病気を発症した 

□ アレルギーがある方で、食事等により 
呼吸困難などの症状が出たことがある 

□ 椎間板ヘルニアの手術をした 
Cへ 

長期間の海外赴任、ご家族の事情等でしばらく家を空けることができない、妊娠・出産の予定がある方は、ご指定の期間中、ドナー

登録保留の手続きをお願いします。指定期間経過後は、保留が解除されます。骨髄提供ができるようになったときは、保留期間中に、

お早めに保留解除の手続きをしてください。また、病気療養中や服薬中の方は、ご健康が回復されてから解除をお願いします。 
A 登 録 

保 留 

就職や転勤等で引越しをした、

結婚して名字が変わった方は、

登録内容の変更手続きをお

願いします。 

B
登録内容 
の 
変更 

ドナー登録時に、病気療養中または服薬中でない方、輸血を受け

たことがない方、椎間板ヘルニアの手術をしたことがない方等の

条件を設けています。登録後にこうした状況になられた方は、取り

消しの手続きをお願いします。 

C 登 録 
取 消 

INTERVIEW

コーディネート期間の中央値の推移 

平成15年度～平成17年度 
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ドナー指定日～採取日 

患者登録日～移植日 
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695

87
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0 3000

その他 

本人の不同意 

連絡とれず 

都合つかず 

妊娠・出産 

健康上の理由 

家族の不同意 

20001000

コーディネートの終了理由（ドナー側の理由） 

確認検査前 
（5,626件） 

中央骨髄データセンターのホームページから 
バンクニュースの宛名に記載しているアクセスコードと生年月日、メールアドレス（変
更専用ホームページのアドレスが返信されてきます）を入力し、ログインします。 
返信メールの変更専用ホームページで、「ワンタイムパスワード（返信メールに記載
されています）」と生年月日を入力すると、登録内容変更ページになります。 

※骨髄移植推進財団にお電話またはメール
でお問い合わせいただいても、登録内容
変更はできません。 
当財団ではドナー登録者の個人情報を管
理していないため、上記にあるいずれかの
方法でお手続きをお願いします。 

http://www.bmdc.jrc.or.jp/

ちょっとした心がけで、
患者さんが待ち望んで
いる骨髄移植を1件で
も多く成立させること
ができるのです。 

ド
ナ
ー
の
皆
さ
ま
の
善
意
を 

確
実
に
患
者
さ
ん
へ
届
け
る
た
め
に 

バンクニュース同封のはがきから 
はがきに必要事項をご記入の上、ご郵送の場合は、個人情報保護のため、 
同封の目隠しシールを貼ってお送りください。 
なお、FAX連絡用紙も兼ねています。投函せずそのままFAX（03-5534-7520）で
ご連絡いただいても結構です。 

骨髄採取の「３泊４日入院ルポ」を前号で特集しましたが、 
その後、病院にアンケートを実施させていただきました。 
下記に集計した結果をご報告いたします。 

安全性 

部屋（個室）の準備 
ドナーへの配慮 

ドナー都合の優先 
快適な環境 
その他 
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ド
ナ
ー
に
対
し
て 

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

希
望
し
た
日
時
に 

移
植
す
る
こ
と
が
・・・ 

院
内
の
調
整
で 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

手術室の確保 
医師不足 

麻酔科医の確保 
ベットの確保 

手続き 
その他 

51
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103

24
44

4

7

採
取
日
数
調
整
の
要
望 

特になし 
短縮・迅速化 

コーディネート情報の早急な通知 
採取施設の都合による調整遅延・変更がない 

午前中採取 
移植施設の希望優先 

希望曜日の採取 
その他 

0 5 10 15 20 25

23
14

7
6

4
3
3

15

※有効回答数（134）に 
　対する％ 

多い 
45％ 

少ない 
17％ 

どちらとも 
いえない 
38％ 

このアンケート結果、移植医師は、迅速で簡略なコーディネートを望んで

いる一方、採取医は、医師不足による負担が大きいことが分かりました。 

手術室確保が難しいこと、麻酔医師の不足、またドナーの安全性や日程

調整の配慮等の負担が重くのしかかっています。 

平成18年9月末現在 

移
植
施
設 

採
取
施
設 

アクセスコード 

26日の差 



日本骨髄バンクの現状 

非血縁者間骨髄移植の状況 日常生活復帰に要した日数 退院時アンケート 
（平成15年2月～平成17年12月末までの集計データ） （平成5年1月～平成17年12月末までの集計データ） 

平成18年9月末現在 

日本骨髄バンクを介した骨髄移植は、平成18年9月末で7,738例に達しました。平成12年度に年間700例を超えてから横ばい状
態が続いてきましたが、平成17年度は過去最多の908例にも上っています。これは、移植成績が向上・安定してきたことに加え、中
高齢者への移植適応が拡大され、コーディネート迅速化の取り組みが功を奏したものと考えられます。各種の統計につきましては、
ホームページで公開しています。 
http://www.jmdp.or.jp/about_us/genkyou/index.html

年齢・男女 

女性 
3,036人 

20歳代 
1,124人 

30歳代 
1,148人 

40歳代 
753人 

男性 
4,705人 

20歳代 
1,297 人 

30歳代 
2,054人 

40歳代 
1,324 人 

年齢・男女 

入院日数 

4日 
5319人 

3日 
515人 

5日 
1,256人 

6日 
418人 

7日以上 
91人 

海外 
142人 

居住地および移植実施施設所在地（患者） 
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少し痛い 
とても痛い 

居住地および採取実施施設所在地（ドナー） 

■採取されたものの、移植に利用されなかった骨髄が3件あるため、 
　採取総数は患者総数より「3」多くなっています。  
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7,738人 移植患者の状況 4,344件 回答数  2,118件 回答数  7,741人 提供者の状況 

男性 
4,697人 

0～5歳 
283人 

6～15歳 
650人 

16～25歳 
878人 

26～35歳 
885人 

36～45歳 
870人 

56～65歳 
313人 

66歳以上 
24人 

46～55歳 
794人 

50歳以上 
30人 

50歳以上 
11人 

女性 
3,041人 

6～15歳 
445人 

16～25歳 
566人 

26～35歳 
567人 

36～45歳 
608人 

46～55歳 
469人 

0～5歳 
194人 

56～65歳 
183人 

66歳以上 
9人 

1,301
1,101

159
39

527
86
2

281
3

2
16
0
2
9

1

810

1,827

疾　患 

急性骨髄性白血病 

のど 

急性リンパ性白血病 
慢性骨髄性白血病 
骨髄異形成症候群 
その他の白血病 
骨髄増殖性疾患 
リンパ系悪性腫瘍 
多発性骨髄腫 

固形腫瘍 
再生不良性貧血 

発作性夜間血色素尿症 
先天性造血障害 
EBV感染関連 

血球貧食症候群およびランゲルハンス細胞組織球症 
先天性代謝異常 

原発性免疫不全症 
その他の疾患 

0 400 800 1200 1600 2000

567

25

118

3
2
69

2
1
240
0
13
11
12
59
71

5

114

285

成人6,166人 

小児1,572人 
（15歳以下） 

かなりある 
0%その他・ 

無回答 
0%

すこしある 
8%

「ない」 
92%

まったくなかった 
1%その他・ 

無回答 
0%

少しあった 
47%

非常にあった 
52%

骨髄提供ドナー3ヶ月アンケート 
（平成5年1月～平成17年12月末までの集計データ） 

5,071件 回答数  

その他・無回答 
1%どちらとも 

言えない 
21%

反対していた 
7%

途中から 
賛成していた 
23%

はじめから 
賛成していた 
48%

その他・無回答 
0%

提供しない 
3%

提供する 
78%

どちらとも 
言えない 
19%

室賀 隆志さん 
東京都在住 

　
入
院
は
3
泊
4
日
で
し
た
。
入
院
を
楽
し
も

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
は
楽
し
む
間
も

な
く
、退
院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
提
供

す
る
前
日
も
緊
張
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、お
腹

が
空
い
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
の
先
生
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
た
の
で
、不
安
な
こ
と
は
無
か
っ
た
で
す
。 

　
麻
酔
か
ら
覚
め
る
と
、病
室
の
ベ
ッ
ド
で
し
た
。

数
時
間
経
つ
と
、徐
々
に
採
取
し
た
あ
た
り
が
重

く
な
っ
て
き
て
、寝
返
り
や
起
き
上
が
る
と
痛
み

を
感
じ
た
の
で
、腰
に
タ
オ
ル
や
枕
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
痛
み
止
め
は
１
回
だ
け
飲
み
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
に
つ
ら
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
。２
日

ぐ
ら
い
経
つ
と
、痛
み
よ
り
絆
創
膏
を
貼
っ
た
部

分
が
か
ゆ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、そ
っ
ち
の
方
が
気

に
な
り
ま
し
た
。 

　
職
場
復
帰
し
て
か
ら
、周
り
の
み
ん
な
に
痛
み
が

あ
っ
た
の
か
と
聞
か
れ
、ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
る
人

も
多
い
の
で
、「
痛
く
な
か
っ
た
よ
」
と
言
い
た
か
っ

た
の
で
す
が
、正
直
な
と
こ
ろ
痛
か
っ
た
で
す
。で

も
、患
者
さ
ん
の
つ
ら
さ
を
考
え
る
と
、た
い
し
た

こ
と
な
い
っ
て
思
え
る
ん
で
す
よ
。 

　
4
年
ぐ
ら
い
前
に
妻
が
血
液
の
病
気
に
な
り
、

入
院
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
適
合
通
知

が
来
た
と
き
も
「
断
る
理
由
は
な
い
。
提
供
す
る

た
め
に
登
録
し
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
快
く
賛
成
し

て
く
れ
ま
し
た
。
最
終
同
意
面
談
で
は
「
私
も
病

気
の
経
験
が
あ
り
、そ
の
と
き
の
私
も
そ
う
で
し

た
が
、患
者
さ
ん
も
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
な

ん
と
し
て
も
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
主
人
の
提
供
に
同
意
し
ま
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、当
た
り
前
の
よ

う
に
健
康
な
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
、妻
の

気
持
ち
を
聞
い
て
涙
が
出
ま
し
た
。 

　
も
し
、機
会
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、も
ち
ろ
ん
提

供
し
ま
す
。
術
後
健
診
の
と
き
、お
世
話
に
な
っ

た
担
当
の
先
生
に
も
「
ま
た
１
年
後
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
お
伝
え
し
た
ん
で
す
よ
。 

術後健診後に聞きました 提供しました！　ドナーインタビュー 

骨髄を採取した 
場所の痛みはありますか？ 

骨髄提供について、 
家族は賛成していましたか？ 

痛みの場所は？ 

骨髄提供について 
不安はありましたか？ 

もう一度提供を依頼されたら、 
どうしますか？ 
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女性 
3,041人 

6～15歳 
445人 

16～25歳 
566人 

26～35歳 
567人 

36～45歳 
608人 

46～55歳 
469人 

0～5歳 
194人 

56～65歳 
183人 

66歳以上 
9人 

1,301
1,101

159
39

527
86
2

281
3

2
16
0
2
9

1

810

1,827

疾　患 

急性骨髄性白血病 

のど 

急性リンパ性白血病 
慢性骨髄性白血病 
骨髄異形成症候群 
その他の白血病 
骨髄増殖性疾患 
リンパ系悪性腫瘍 
多発性骨髄腫 

固形腫瘍 
再生不良性貧血 

発作性夜間血色素尿症 
先天性造血障害 
EBV感染関連 

血球貧食症候群およびランゲルハンス細胞組織球症 
先天性代謝異常 

原発性免疫不全症 
その他の疾患 

0 400 800 1200 1600 2000

567

25

118

3
2
69

2
1
240
0
13
11
12
59
71

5

114

285

成人6,166人 

小児1,572人 
（15歳以下） 

かなりある 
0%その他・ 

無回答 
0%

すこしある 
8%

「ない」 
92%

まったくなかった 
1%その他・ 

無回答 
0%

少しあった 
47%

非常にあった 
52%

骨髄提供ドナー3ヶ月アンケート 
（平成5年1月～平成17年12月末までの集計データ） 

5,071件 回答数  

その他・無回答 
1%どちらとも 

言えない 
21%

反対していた 
7%

途中から 
賛成していた 
23%

はじめから 
賛成していた 
48%

その他・無回答 
0%

提供しない 
3%

提供する 
78%

どちらとも 
言えない 
19%

室賀 隆志さん 
東京都在住 

　
入
院
は
3
泊
4
日
で
し
た
。
入
院
を
楽
し
も

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
は
楽
し
む
間
も

な
く
、退
院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
提
供

す
る
前
日
も
緊
張
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、お
腹

が
空
い
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
の
先
生
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
た
の
で
、不
安
な
こ
と
は
無
か
っ
た
で
す
。 

　
麻
酔
か
ら
覚
め
る
と
、病
室
の
ベ
ッ
ド
で
し
た
。

数
時
間
経
つ
と
、徐
々
に
採
取
し
た
あ
た
り
が
重

く
な
っ
て
き
て
、寝
返
り
や
起
き
上
が
る
と
痛
み

を
感
じ
た
の
で
、腰
に
タ
オ
ル
や
枕
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
痛
み
止
め
は
１
回
だ
け
飲
み
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
に
つ
ら
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
。２
日

ぐ
ら
い
経
つ
と
、痛
み
よ
り
絆
創
膏
を
貼
っ
た
部

分
が
か
ゆ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、そ
っ
ち
の
方
が
気

に
な
り
ま
し
た
。 

　
職
場
復
帰
し
て
か
ら
、周
り
の
み
ん
な
に
痛
み
が

あ
っ
た
の
か
と
聞
か
れ
、ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
る
人

も
多
い
の
で
、「
痛
く
な
か
っ
た
よ
」
と
言
い
た
か
っ

た
の
で
す
が
、正
直
な
と
こ
ろ
痛
か
っ
た
で
す
。で

も
、患
者
さ
ん
の
つ
ら
さ
を
考
え
る
と
、た
い
し
た

こ
と
な
い
っ
て
思
え
る
ん
で
す
よ
。 

　
4
年
ぐ
ら
い
前
に
妻
が
血
液
の
病
気
に
な
り
、

入
院
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
適
合
通
知

が
来
た
と
き
も
「
断
る
理
由
は
な
い
。
提
供
す
る

た
め
に
登
録
し
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
快
く
賛
成
し

て
く
れ
ま
し
た
。
最
終
同
意
面
談
で
は
「
私
も
病

気
の
経
験
が
あ
り
、そ
の
と
き
の
私
も
そ
う
で
し

た
が
、患
者
さ
ん
も
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
な

ん
と
し
て
も
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
主
人
の
提
供
に
同
意
し
ま
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、当
た
り
前
の
よ

う
に
健
康
な
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
、妻
の

気
持
ち
を
聞
い
て
涙
が
出
ま
し
た
。 

　
も
し
、機
会
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、も
ち
ろ
ん
提

供
し
ま
す
。
術
後
健
診
の
と
き
、お
世
話
に
な
っ

た
担
当
の
先
生
に
も
「
ま
た
１
年
後
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
お
伝
え
し
た
ん
で
す
よ
。 

術後健診後に聞きました 提供しました！　ドナーインタビュー 

骨髄を採取した 
場所の痛みはありますか？ 

骨髄提供について、 
家族は賛成していましたか？ 

痛みの場所は？ 

骨髄提供について 
不安はありましたか？ 

もう一度提供を依頼されたら、 
どうしますか？ 

0 500 1000 1500 2000

524

排尿痛 49193

点滴部位 4137

おしり辺り 30404

採取部位 1151645

1日～7日 3618

8日～14日 477

15日～21日 169

22日～29日 40

30日以上 40

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000人 人 



ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支
援
が
相
次
ぐ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
Ｖ
リ
ー
グ
」の
支
援
も
決
定 

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け 

『Yahoo！ ボランティア』 
インターネット募金に参加！ 
コッコとズーズの壁紙が登場 

Campaign

To p i c s

Support

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会
２
０
０
６
」
開
催 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
に
全
国
か
ら
４
５
０
人
が
集
う 

Events

 

　
推
進
月
間
の
期
間
中
に
骨
髄
移
植
推
進

財
団
が
後
援
し
た
活
動
や
催
し
は
18
件
を

数
え
、昨
年
の
８
件
か
ら
倍
に
増
え
ま
し
た
。

内
容
も
多
彩
で
、登
録
会
や
講
演
会
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、空
手
や
ゴ

ル
フ
、フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
催
し
が
開
催
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、推
進
月
間
と
そ
の
前
後
に
４
つ
の
舞

台
が
全
国
各
地
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。「Friendship

（
友
情
）」
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
な
っ
て
観
客
に

新
た
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
会
場
で
は
募

金
活
動
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
専

門
学
校
を
は
じ
め
滋
慶
学
園
の
姉
妹
校
の
学

生
に
よ
る
骨
髄
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「
明
日
へ
の
扉
」
は
東
京
、大
阪
、名

古
屋
、福
岡
の
大
ホ
ー
ル
を
巡
演
し
ま
し
た
。 

　
他
に
も
例
年
通
り
、多
く
の
行
政
機
関
や

自
治
体
が
広
報
紙
や
広
報
番
組
で
推
進
月

間
を
Ｐ
Ｒ
し
、ま
た
登
録
会
や
イ
ベ
ン
ト
、学

園
祭
で
の
広
報
活
動
に
は
多
く
の
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、７
月
か
ら
始
ま
っ
た
公
共

広
告
機
構
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
の
反
響
も

大
き
く
、「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」
の
ド
ナ

ー
登
録
者
数
は
4
9
7
4
人
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。 

 

 

■ 

Ｖ
リ
ー
グ 

１
月
〜
４
月
「
第
13
回
Ｖ
リ
ー
グ
」
の

試
合
会
場
で
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け 

 

　
11
月
の
「
２
０
０
６
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
」で
も
活
躍
し
た
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
。
そ
の
日
本
代
表
選
手
た
ち
が
所
属
す

る
実
業
団
チ
ー
ム
が
、日
本
一
を
目
指
す
「
Ｖ

リ
ー
グ
」
に
よ
る
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支
援
が
来

年
１
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。 

　
男
子
８
チ
ー
ム
、女
子
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

１
月
６
日
か
ら
４
月
15
日（
男
子
は
４
月
14
日
）

ま
で
、全
国
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
第
13
回
Ｖ
リ
ー
グ
は
日
本
リ
ー
グ
か
ら

数
え
る
と
40
回
目
と
い
う
節
目
の
大
会
で
、リ

ー
グ
中
は
様
々
な
活
動
・
企
画
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支

援
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
各
試
合
会
場
で
は
、ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン

ド
が
行
わ
れ
る
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
は
、骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
営
し
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
今
号
で
は
中
垣
内
監
督
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
お
読
み

く
だ
さ
い
。 

 

■
読
売
巨
人
軍 

東
京
ド
ー
ム
で
の
31
試
合
で
骨
髄

バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
。「
Ｇ
ー
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
の

収
益
金
を
寄
付 

 

　
７
月
よ
り
「
助
か
る
命
を
助
け
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

10
月
ま
で
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
全
31
試

合
に
お
い
て
、骨
髄
バ
ン
ク
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
布
し
、東
京
ド
ー
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て「
Ｇ–

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

選
手
が
Ｇ–

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
付
け
て
試
合
に
出
場

し
た
効
果
も
あ
り
、2
万
個
以
上
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
収
益
金
は
11
月
23
日
に
行
わ

れ
た
読
売
巨
人
軍
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
「
フ
ァ
ン
・

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
に
お
い
て
、球
団
か
ら
骨

髄
バ
ン
ク
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、10
月
４
日
に
東
京
ド
ー
ム
と
東
海

大
学
医
学
部
付
属
病
院
（
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
）の
院
内
学
級
が
テ
レ
ビ
電
話
で
結
ば
れ
、

上
原
浩
治
投
手
が
移
植
を
受
け
た
子
供
た

ち
と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
協
力
を
得
て
、フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

行
っ
て
き
た
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
コ
ー
ル
」
を
用
い

た
も
の
で
、上
原
投
手
が
「
お
互
い
に
目
標
を

持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。 

 

■
Ｋ
ー
１ 

 

　
今
年
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
ポ
ス
タ
ー
に
起
用
さ

れ
た
格
闘
家
ア
ン
デ
ィ
・
フ
グ
氏
の
七
回
忌
で

し
た
。
真
駒
内
ア
リ
ー
ナ
で
は
追
悼
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
て
ド
ナ
ー
登
録

の
呼
び
か
け
と
募
金
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、K–

1
&H

E
R
O

’S

の
フ
ァ
ン
感
謝

イ
ベ
ン
ト
で
、須
藤
元
気
さ
ん
、宮
田
和
幸
さ
ん
、

秋
山
成
勲
さ
ん
が
参
加
し
、１
５
０
人
の
フ
ァ

ン
の
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。ア
ン
デ
ィ
氏
の

命
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、選
手
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
商
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、収
益
金
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
、格
闘
技
等
、た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
「
Ｖ
リ
ー
グ
」
の
支
援
も
決
定
し
、来
年
も
、ス
ポ
ー
ツ
界

か
ら
の
熱
い
支
援
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

News

昨年優勝時の中垣内監督の胴上げ 

　
９
月
30
日（
土
）、「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国

大
会
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
於
パ

ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
）。〝
世
界
一
の
骨
髄
バ
ン
ク

を
目
指
し
て
〜
今
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

〜
〞の
テ
ー
マ
の
も
と
、全
国
各
地
よ
り
患
者
・

家
族
の
方
々
を
は
じ
め
、ド
ナ
ー
経
験
者
・
登

録
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、約
４
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
大
会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、第
１
部
の

式
典
で
は
、骨
髄
バ
ン
ク
議
員
連
盟
幹
事
長

で
あ
る
衆
議
院
議
員
の
小
此
木
八
郎
氏
よ

り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
骨
髄
バ
ン

ク
事
業
に
多
大
な
ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
株
式
会

社
、ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
読
売
巨
人
軍
か
ら
は
、今
年
の
６
月
に

ド
ナ
ー
登
録
を
行
っ
た
上
原
浩
治
投
手
が
来

場
し
、感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
部
で
は
、岡
村
純
先
生（
九
州
が
ん
セ

ン
タ
ー
臨
床
研
究
部
長
／
幹
細
胞
移
植
セ
ン

タ
ー
長
）に
よ
る
特
別
講
演
と
、骨
髄
採
取
担

当
医
師
、移
植
担
当
医
師
、ド
ナ
ー
さ
ん
、患

者
さ
ん
や
病
院
の
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
第
３
部
で
は
、日
頃
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク

を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、ゴ
ス
ペ
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル（
東
京
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

専
門
学
校
）、東
京
学
館
船
橋
高
等
学
校（
千

葉
県
）吹
奏
楽
部
、そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
公
認

ソ
ン
グ
「
笑
顔
の
ゆ
く
え
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ

ー
を
は
た
し
た
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　１２月中旬より、「Yahoo! JAPAN」のサイト上から骨髄バンク
へのインターネット募金ができるようになります。これに合わせて
骨髄バンクの「コッコ」「ズーズ」壁紙が登場します。 
　インターネット募金とは、「Yahoo! JAPAN」のトップページか
ら「Yahoo！ ボランティア」のページに入っていただき、「インター
ネット募金」のサイト上で骨髄バンクの壁紙画像を購入してい
ただくことで、支払った金額の全額が寄付されるものです。 

　壁紙画像は募金金
額に応じて４種類用意
されており、募金額に
関わらずどれでもダウン
ロードできます。 
　骨髄バンクへの募金
には「銀行振込」「自
動引落寄付」「クレジットカード募金」「骨髄バンク提携クレジッ
トカード」「クリック募金」といった方法が従来からありますが、
『Yahoo！ ボランティア』のインターネット募金が加わることで、
もっと手軽に募金ができるようになります。 

今年度の普及啓発用ポストカード 

全員でスーパーバンドの「笑顔のゆくえ」を合唱 

感謝状を受け取る上原投手 
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ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支
援
が
相
次
ぐ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
Ｖ
リ
ー
グ
」の
支
援
も
決
定 

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け 

『Yahoo！ ボランティア』 
インターネット募金に参加！ 
コッコとズーズの壁紙が登場 

Campaign

To p i c s

Support

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会
２
０
０
６
」
開
催 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
に
全
国
か
ら
４
５
０
人
が
集
う 

Events

 

　
推
進
月
間
の
期
間
中
に
骨
髄
移
植
推
進

財
団
が
後
援
し
た
活
動
や
催
し
は
18
件
を

数
え
、昨
年
の
８
件
か
ら
倍
に
増
え
ま
し
た
。

内
容
も
多
彩
で
、登
録
会
や
講
演
会
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、空
手
や
ゴ

ル
フ
、フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
催
し
が
開
催
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、推
進
月
間
と
そ
の
前
後
に
４
つ
の
舞

台
が
全
国
各
地
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。「Friendship

（
友
情
）」
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
な
っ
て
観
客
に

新
た
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
会
場
で
は
募

金
活
動
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
専

門
学
校
を
は
じ
め
滋
慶
学
園
の
姉
妹
校
の
学

生
に
よ
る
骨
髄
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「
明
日
へ
の
扉
」
は
東
京
、大
阪
、名

古
屋
、福
岡
の
大
ホ
ー
ル
を
巡
演
し
ま
し
た
。 

　
他
に
も
例
年
通
り
、多
く
の
行
政
機
関
や

自
治
体
が
広
報
紙
や
広
報
番
組
で
推
進
月

間
を
Ｐ
Ｒ
し
、ま
た
登
録
会
や
イ
ベ
ン
ト
、学

園
祭
で
の
広
報
活
動
に
は
多
く
の
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、７
月
か
ら
始
ま
っ
た
公
共

広
告
機
構
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
の
反
響
も

大
き
く
、「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」
の
ド
ナ

ー
登
録
者
数
は
4
9
7
4
人
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。 

 

 

■ 

Ｖ
リ
ー
グ 

１
月
〜
４
月
「
第
13
回
Ｖ
リ
ー
グ
」
の

試
合
会
場
で
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け 

 

　
11
月
の
「
２
０
０
６
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
」で
も
活
躍
し
た
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
。
そ
の
日
本
代
表
選
手
た
ち
が
所
属
す

る
実
業
団
チ
ー
ム
が
、日
本
一
を
目
指
す
「
Ｖ

リ
ー
グ
」
に
よ
る
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支
援
が
来

年
１
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。 

　
男
子
８
チ
ー
ム
、女
子
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

１
月
６
日
か
ら
４
月
15
日（
男
子
は
４
月
14
日
）

ま
で
、全
国
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
第
13
回
Ｖ
リ
ー
グ
は
日
本
リ
ー
グ
か
ら

数
え
る
と
40
回
目
と
い
う
節
目
の
大
会
で
、リ

ー
グ
中
は
様
々
な
活
動
・
企
画
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
支

援
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
各
試
合
会
場
で
は
、ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン

ド
が
行
わ
れ
る
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
は
、骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
営
し
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
今
号
で
は
中
垣
内
監
督
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
お
読
み

く
だ
さ
い
。 

 

■
読
売
巨
人
軍 

東
京
ド
ー
ム
で
の
31
試
合
で
骨
髄

バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
。「
Ｇ
ー
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
の

収
益
金
を
寄
付 

 

　
７
月
よ
り
「
助
か
る
命
を
助
け
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

10
月
ま
で
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
全
31
試

合
に
お
い
て
、骨
髄
バ
ン
ク
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
布
し
、東
京
ド
ー
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て「
Ｇ–

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

選
手
が
Ｇ–

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
付
け
て
試
合
に
出
場

し
た
効
果
も
あ
り
、2
万
個
以
上
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
収
益
金
は
11
月
23
日
に
行
わ

れ
た
読
売
巨
人
軍
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
「
フ
ァ
ン
・

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
に
お
い
て
、球
団
か
ら
骨

髄
バ
ン
ク
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、10
月
４
日
に
東
京
ド
ー
ム
と
東
海

大
学
医
学
部
付
属
病
院
（
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
）の
院
内
学
級
が
テ
レ
ビ
電
話
で
結
ば
れ
、

上
原
浩
治
投
手
が
移
植
を
受
け
た
子
供
た

ち
と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
協
力
を
得
て
、フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

行
っ
て
き
た
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
コ
ー
ル
」
を
用
い

た
も
の
で
、上
原
投
手
が
「
お
互
い
に
目
標
を

持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。 

 

■
Ｋ
ー
１ 

 

　
今
年
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
ポ
ス
タ
ー
に
起
用
さ

れ
た
格
闘
家
ア
ン
デ
ィ
・
フ
グ
氏
の
七
回
忌
で

し
た
。
真
駒
内
ア
リ
ー
ナ
で
は
追
悼
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
て
ド
ナ
ー
登
録

の
呼
び
か
け
と
募
金
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、K–

1
&H

E
R
O

’S

の
フ
ァ
ン
感
謝

イ
ベ
ン
ト
で
、須
藤
元
気
さ
ん
、宮
田
和
幸
さ
ん
、

秋
山
成
勲
さ
ん
が
参
加
し
、１
５
０
人
の
フ
ァ

ン
の
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。ア
ン
デ
ィ
氏
の

命
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、選
手
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
商
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、収
益
金
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
、格
闘
技
等
、た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
「
Ｖ
リ
ー
グ
」
の
支
援
も
決
定
し
、来
年
も
、ス
ポ
ー
ツ
界

か
ら
の
熱
い
支
援
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

News

昨年優勝時の中垣内監督の胴上げ 

　
９
月
30
日（
土
）、「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国

大
会
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
於
パ

ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
）。〝
世
界
一
の
骨
髄
バ
ン
ク

を
目
指
し
て
〜
今
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

〜
〞の
テ
ー
マ
の
も
と
、全
国
各
地
よ
り
患
者
・

家
族
の
方
々
を
は
じ
め
、ド
ナ
ー
経
験
者
・
登

録
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、約
４
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
大
会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、第
１
部
の

式
典
で
は
、骨
髄
バ
ン
ク
議
員
連
盟
幹
事
長

で
あ
る
衆
議
院
議
員
の
小
此
木
八
郎
氏
よ

り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
骨
髄
バ
ン

ク
事
業
に
多
大
な
ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
株
式
会

社
、ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
読
売
巨
人
軍
か
ら
は
、今
年
の
６
月
に

ド
ナ
ー
登
録
を
行
っ
た
上
原
浩
治
投
手
が
来

場
し
、感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
部
で
は
、岡
村
純
先
生（
九
州
が
ん
セ

ン
タ
ー
臨
床
研
究
部
長
／
幹
細
胞
移
植
セ
ン

タ
ー
長
）に
よ
る
特
別
講
演
と
、骨
髄
採
取
担

当
医
師
、移
植
担
当
医
師
、ド
ナ
ー
さ
ん
、患

者
さ
ん
や
病
院
の
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
第
３
部
で
は
、日
頃
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク

を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、ゴ
ス
ペ
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル（
東
京
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

専
門
学
校
）、東
京
学
館
船
橋
高
等
学
校（
千

葉
県
）吹
奏
楽
部
、そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
公
認

ソ
ン
グ
「
笑
顔
の
ゆ
く
え
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ

ー
を
は
た
し
た
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　１２月中旬より、「Yahoo! JAPAN」のサイト上から骨髄バンク
へのインターネット募金ができるようになります。これに合わせて
骨髄バンクの「コッコ」「ズーズ」壁紙が登場します。 
　インターネット募金とは、「Yahoo! JAPAN」のトップページか
ら「Yahoo！ ボランティア」のページに入っていただき、「インター
ネット募金」のサイト上で骨髄バンクの壁紙画像を購入してい
ただくことで、支払った金額の全額が寄付されるものです。 

　壁紙画像は募金金
額に応じて４種類用意
されており、募金額に
関わらずどれでもダウン
ロードできます。 
　骨髄バンクへの募金
には「銀行振込」「自
動引落寄付」「クレジットカード募金」「骨髄バンク提携クレジッ
トカード」「クリック募金」といった方法が従来からありますが、
『Yahoo！ ボランティア』のインターネット募金が加わることで、
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今年度の普及啓発用ポストカード 
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なんでも探検隊の隊員を募集します！ 
骨髄バンクの運営は、国庫補助金などの公的資金のほか、患者さんの負担
金と皆さまからの寄付によって支えられています。 

募 金 の お 礼 と お 願 い

皆さまの善意をお寄せください

1. 郵便振替 
郵便振込用紙で、最寄りの郵便局からお振込みをお願いします。手数料は当財団負
担となります。 
 
2. 銀行振込 
①70120‐377‐465までお電話ください。 
みずほ銀行本支店間での手数料が無料になる専用振込用紙をお送りします。 

②イーバンク銀行 
http://www.jmdp.or.jp/reg/help_us/how_to.html 
24時間入出金が可能なイーバンク銀行をご利用いただけます（手数料無料）。なお、
事前に口座の開設が必要です。 
 
3. クレジットカード募金 
①お電話で 
ご使用になるカードをお手元にご用意のうえ、70120‐377‐465までお名
前・ご住所・電話番号・カード番号・カードの有効期限・ご寄付の金額をお知らせください。 

②インターネットから 
http://www.jmdp.or.jp/reg/help_us/how_to.html 
NTTコミュニケーションズの電子決済サービス「CoDenペイメント」を使用したイン
ターネットの決済サービスです。お申し込みいただいた金額をご使用のカード会社の
規約に従って、通常のカードご利用と同様に口座から振り替えさせていただきます。 

骨髄バンク提携クレジットカードのご案内 
クレジットカードによるお支払額の0.5%が骨髄バンクに寄付される骨髄バンク
サポーターカード。寄付金なしの一般会員と、年会費として毎年3,000円を寄
付するサポーター会員、毎年１万円を寄付する特別会員があります。骨髄バンク
カードには、この３種類のNICOSカードのほか、各VISA付きカードがあります。 

入会申込書を70120-377-465までご請求ください。 

お問い合わせ・資料請求は 

日本骨髄バンク 
70120-445-445 http://www.jmdp.or.jp/

I n f o r m a t i o n

中垣内監督サイン入りグッズをプレゼント！ 

A賞  マスコットミニボール　2名様 

B賞  堺ブレイザーズ スポーツタオル
1名様 

C賞  色　紙　　　　　  10名様 

　今号の特集では、離島にお住まいのドナーさんにご協力をいただ
きました。沖縄県の石垣島と広島県の上崎大島に行き、同行取材を
しました。病院に行くのに飛行機やフェリーに乗り継ぎ、大変な思い
をしているドナーさんが全国にはいるんだ、と実感しました。移動
中は、名産物等の雑談に花が咲き、楽しい取材でした。たまたまお
二人とも同時期の取材となり、4日間の移動時間は、片道トータル
で10時間でした。誰かに私の旅路取材もしてほしかったです。（タ） 

編 集 後 記  

応 募 締 切  

【PC】http://www.donorsnet.jp/news29/ 
にアクセスし、必要事項を記入の上、お申し込み下さい。 

※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせて頂きます。 

http://www.donorsnet.jp/m3/mailmag.html 
にアクセスし、必要事項を記入の上、お申し込み下さい。 【携帯】送り先のメールアドレスにpresent@donorsnet.jpを入力し、 

件名を「プレゼント応募」として必要事項（郵便番号・住所・電話番号・ 
名前・年齢・A賞・B賞・C賞どちらを希望するか）を明記の上、 
送信して下さい。 

平成19年 1月 5日（金）まで 

骨髄提供した方のインタビュー

や骨髄バンクに関するQ&Aなど

ドナー登録者向けのコンテン

ツも充実しています。是非一度

ご覧下さい。 

メールマガジン申し込み 

＜ 骨髄バンクの情報をイチ早くお届けします！ ＞ 

http://www.donorsnet.jp/（PC・モバイル共通） 

預金口座振替依頼書による 
自動払込利用が可能になりました。 

詳細は70120-377-465までお電話ください。 
（インターネットからご覧いただくこともできます。） 

なんでも探検隊長のアヤトです。今
年は骨髄バンク関連のイベントが非
常に多く、嬉しい悲鳴をあげていました。
多くのご支援・ご協力に感謝申し上
げます。来年も同じく行事が盛りだく
さんの予定です。そこで、イベント開
催のお手伝いをしていただけるなんで
も探検隊の隊員を大・大・大募集します。 

隊員の主な任務 
● 会場内でのチラシ配布 
● イベントのときに配布するチラシのセッティング　など 

まずは説明会にご参加ください。説明会は平成19年2月～4月ごろ、 
東京で開催予定です。 

説明会参加方法（いずれかの方法でお申し込みください） 
【  P C  】http://www.donorsnet.jp/nandemo2007/ 
【ハガキ】住所、氏名、年齢、職業、連絡が取れる電話番号、メールアドレスを 

ご記入の上、下記の住所までお送りください。 
〒101-0054  
東京都千代田区神田錦町3丁目19番地 廣瀬第2ビル7F 
骨髄移植推進財団　広報渉外部「説明会参加希望」係 

※ご応募は関東在住（東京、千葉、神奈川、埼玉、群馬、栃木、茨城）の方に限ります。 
※説明会のお知らせはメールで行なうので、パソコンか携帯のメールアドレスをお持ちの
方に限ります。 

応 募 方 法  

NEW

【モバイルサイトはこちら】 
バーコード対応携帯でしたら下のバーコー
ドを読みとるだけでURLが表示されます。 

PCから 

携帯から 
送り先のメールアドレスに「mag@donorsnet.jp」を入力して、題
名も本文も何も入力せずに、そのまま送信ボタンを押してください。 
その後、送信メールが届きますので、メールに記載されたアドレス
にアクセスしてください。 


